
 

 

試 合 結 果              

 

 

 

 

当 面 の 日 程 
第３６回学生祭 反省会    １１月2０日（木） 午前９時30分 講堂 

   参加者 学生会本部役員、学級委員長 

   反省会終了後に避難訓練を実施 

老大だより３９号配布  １１月２５日（火）から 

避 難 訓 練（水曜日組を対象）  １１月２６日（水） 午前１１時４０分～１２時００分 

 

「古美術を楽しむ」   １２月１６日（火） 午前１０時 講堂 

     定 員 ５０名 

    講 師 馬屋原 啓介（原古美術店専務） 

折り紙「何ができるかな」  １２月１９日（金） 午前１０時 １－２教室 

   定 員 ４０名 

   講 師 久保田 和子（国際おりがみ協会認定講師） 

募 集  １１月１７日（月）～１２月５日（金） 受講料５００円（申込時に徴収）〔両講座とも〕 

本講座の改革と老大生のお誘いで新規学生の増員を 
 学長 髙橋 和男 

 盛会だった学生祭 

 老大最大イベントの学生祭、今年は準備２日と本番２日ともに晴天に恵まれ、皆さんの熱心な取

り組みで盛会裏に終えることができた。 

 老大生の微減傾向 

 しかし、学生数は５年前の２８００名が毎年少しずつ減少し、今年度は２６００名。このままで

は更に減少することが懸念される。 

 学生減は活力低下 

 学生が減れば、学友が少なくなり老大全体の活気が損なわれる。運営費や学生会費の収入が減っ

て講師謝金の支出が厳しくなり、学生会活動が制約される。先日の好評だった後期全員教養講座

「マリンバとオカリナのコンサート」などの企画も難しくなる。 

 新規学生などの声 

 「普通科にも上級者が多く、新規学生はついていきにくい」・「本講座を受講していないと希望す

る短期講座を受講出来ない」・「新しい教科が欲しい」などの意見が寄せられている。 

 こうした意見を参考に本講座の種類を多様化し、魅力を高めたいと思う。 

 学生数を２７００に 

 魅力アップさせた本講座を梃子に、学生会の協力を得て新規学生を例年の３００名から４００

名に増やすことで学生数２７００名を達成したい。 

本講座の改革案 

１ パソコン・カラオケの各短期講座を本講座に改変する。 

２ 技能教科の複数ある普通科の一部を初級科に改める。 

３ 古典文学の教科を２クラスに増設する。 

４ 教養科の開設曜日を木曜の午前に改め、普通科と研究科を統合し６クラス編成とする。 

５ 英会話・茶道（抹茶）を新設する。 

 

盛会だった今年の学生祭を振り返る 

                               学生会 会長 伊藤清人 

 10 月 25 日午前 9 時、36 回目を迎えた老大学生祭は、秋日和の晴天に恵まれ、学長と私の開会挨拶、

福山市長寿社会応援部長の祝辞に続いて、今年は川口小学校吹奏楽クラブの演奏で幕を開けました。 

 ２日間にわたって行われた運動場での演技や講堂での芸能発表ともに日頃の学習の成果が充分に発揮さ

れていました。老大の各教室と市老連ホールでの展示発表も力作ぞろいでした。３階のお茶席も抹茶・煎茶

のお点前で大いに賑わいました。 

 バザー売店や園芸即売会場なども大勢が訪れ、学生会がお世話したバザーなどの収益金は、過去最高額

でした。会計の締め切りも午後 3 時 30 分には終了することが出来ました。皆様のご協力に感謝申し上げ

ます。なお、収益金は学生会本部役員会でよく協議して有効に使用させていただきたいと考えております。 

 ボランティアクラブの皆さんにお世話いただく恒例のバラ苗配布は、その時刻を従来の午前から午後に

変更することでよりスムーズに出来ました。 

 教養科の皆さんには、事前のテント張りや当日の受付と接待及び駐車場と駐輪場の誘導さらに閉会後の

テントの後片づけを手際よく行なっていただきました。お陰で、雨の降り出す前に後片づけを終了するこ

とが出来ました。大変ご苦労さまでした。 

 学生会と大学事務局が一致協力して学生祭運営を行ない、講師の先生方にも適切にご指導いただき、最

高の学生祭にすることが出来ましたことにお礼申し上げます。 

 今後とも老大発展に一層のご尽力を賜りますことをお願いし、お礼のご挨拶といたします。 
 

老大パソコン科 南防火協会から表彰 

長年にわたり学生祭の展示作品として防火ポスターの作成に

取り組んでいるパソコン科に対して、市民啓発への貢献が評価

され、去る１０月２１日に南防火協会（会長・作田三郎）から

表彰状が授与されました。 

 
 

 

 

2014 年度（第１６回）卓球大会が盛大に 

 老大卓球クラブは今年の大会を１０月 11 日

（土）に髙橋学長、伊藤会長、若林副会長を迎え

福山市体育館にて９２名の参加で盛大に行いま

した。今年は初めて団体戦方式を試みました。部

員各位の参加と協力で、無事終了できたことを報

告します。 
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訃報  謹んでご冥福をお祈り申しあげます。 １０月４日 研究科 コーラス２組 矢吹 雅弘 ７９歳 （御門町） 
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秋の夜長に人生の秋を想う 書道漢字 

バラ苗配布に

長蛇の列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バザーのお礼 

 学生祭２日間、好天に恵まれ幸いでした。ご来場の皆様と販売にあた 

った学生の皆さんが、笑顔で対話を楽しみ、大盛況でした。 

 豊富なバザー用品を提供いただき、例年にない収益をあげる事ができ

ました。厚くお礼申し上げます。 

 バザー関係に従事してくださった学生の皆さん、ありがとうございま

した。        （学生会 副会長 若林 宏治 田嶋 紀美子） 

秋の一日を満喫した委員長研修旅行 

 今回の委員長研修旅行は、伊藤学生会長の改革のもとに旅行委

員を決めて協議した結果、行先は神戸方面に決定。10 月 29 日

早朝、老人大学からバス2台で、福山駅北口・広尾経由で目的地

神戸港クルーズ遊覧船と神戸南京街散策の旅に各組委員長と事務

職員総勢７３人で参加した。 

雲ひとつない晴天に恵まれ、ガイドさんの車窓での名所案内と

途中休憩を挿みながら約４時間で神戸港に到着。神戸港中央ター

ミナルを発着する定員５００名の大型遊覧船「ロイヤルプリンセ

ス号」に乗船し、船内案内でポートアイランド・神戸港・神戸大橋など神戸の英雄「平清盛」が愛した兵庫

津を海上からの見学４５分はあっという間だった。 

 遊覧船から降りるとメリケン食堂で和食あり中華ありの昼食を美味しく頂く。昼食後は日本三大中華街

のひとつである神戸南京街へ。１００を超える中国風の意匠を特徴とする店舗を連ねた神戸の観光スポッ

トとして有名。平日にもかかわらず家族連れ、カップル、修学旅行や外国人旅行客で大変なにぎわいの中を

食事後ということもあり中華の匂いをかぎながら散策を楽しむ。 

最後は楠木正成を祀った湊川神社を参拝。地元では「楠公さん（なんこうさん）」の名で親しまれている。

帰りのバスは疲れて寝る人、唱歌やカラオケを歌う人など、秋の一日を満喫して事故なく元気で帰ること

ができた。                                                  （研究科 日本画 委員長 荻原 賢士） 

村尾さん天満屋賞を受賞 

（研）水彩画１組の村尾恕

經さんの色鉛筆で描いた

絵が今年９月、福山美術協

会から表彰されました。 

おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

      

 学長 髙橋 和男 

今年、68歳。世界一の長寿社会の我が国では、若手高齢者。人生の先輩達の生涯学習のお世話をしながら、

学ぶことの多い日々を過ごさせてもらっている。 

しかし、人生の夏は過ぎた。余生・老後ではなく第２の人生・老春と言ってみても、登頂を終え下山し始

めていることは事実だ。人生も山登りも上りより下りが難しい。 

無調法な私は、仕事の合間の余暇をどう過ごすか努力がいる。旅行にも出かけるし、元の同僚との定期的

な楽しいひと時もあり、飲み会のお誘いも頂ける。筋力を落とさないように肥満にならないようにとスポ

ーツジムで週に４日、１キロメートルを泳ぐ。今になって、あんな無茶な仕事の仕方や酒の飲み方などを控

えておけばと反省。 

健康寿命は後どれくらいだろうか。元気で居られる年数は短くなっているのに、「今日は何をしようかと

戸惑う」日は長く感じる。限りある時間を無駄に過ごしていないか。迷惑な「他人を捉まえての長話」を自

分もしたくなるのだろうか。滑舌が昔のようにはいかず同じ話を繰り返すことが増えた。 

これまでに幾つもの修羅場を潜り抜けてきたが、人生最後で最大の修羅場の潜り方についてはまだ心準備

が出来ていない。要は、精神修養が足りていないということか。秋の夜長に人生の秋を噛みしめてみる。 

バザー・パンの販売 645,086 

業 者 売上手数料  75,180 

計 720,266 

 

バザー等の収益金額 

開会式 

折り紙 

写 真 水墨画 

川口小学校吹奏楽クラブ 

太極拳 

コーラス 

園 芸 バザー大繁盛 会場正門 

古典文学 

フラダンス 

手 芸 


